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【公表日】平成20年9月18日(2008.9.18)
【年通号数】公開・登録公報2008-037
【出願番号】特願2007-558195(P2007-558195)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/65     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/85     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/365    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/29     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/27     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/35     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/81     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/49     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｃ４０Ｂ  60/12     (2006.01)
   Ｃ４０Ｂ  40/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/68    ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｋ   8/65    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/85    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/34    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/365   　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/36    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/29    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/27    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/19    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/35    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/81    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/49    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/40    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/46    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   7/06    　　　　
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   Ｃ０７Ｋ   7/08    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/00    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｃ４０Ｂ  60/12    　　　　
   Ｃ４０Ｂ  40/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月19日(2009.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）ＤＮＡ会合ペプチドのコンビナトリアルライブラリーを準備し、
　ｂ）（ａ）のライブラリーを皮膚試料と接触させ、ここで、皮膚がＤＮＡ会合ペプチド
と複合してＤＮＡ会合ペプチド－皮膚複合体を含んでなる反応溶液を形成し、
　ｃ）（ｂ）のＤＮＡ会合ペプチド－皮膚複合体を反応溶液から単離し、
　ｄ）（ｃ）の単離されたＤＮＡ会合ペプチド－皮膚複合体を身体洗浄組成物マトリック
スと接触させて、ペプチド－皮膚複合体－組成物混合物を形成せしめ、ここで、身体洗浄
組成物マトリックスの濃度が少なくとも１０％のフルストレングス濃度であり、
　ｅ）（ｄ）のＤＮＡ会合ペプチド－皮膚複合体をペプチド－皮膚複合体－組成物混合物
から単離し、
　ｆ）（ｅ）のＤＮＡ会合ペプチド－皮膚複合体のペプチド部分をコードするＤＮＡを増
幅し、そして
　ｇ）身体洗浄組成物抵抗性の皮膚結合ペプチドをコードする（ｆ）の増幅されたＤＮＡ
を配列決定し、ここで、身体洗浄組成物抵抗性の皮膚結合ペプチドを同定する、
ことを含んでなる身体洗浄組成物抵抗性の皮膚結合ペプチドの同定方法。
【請求項２】
　ステップ（ｅ）の後、
　ｉ）ＤＮＡ会合ペプチド－皮膚複合体のペプチドを溶出剤と接触させ、それによりＤＮ
Ａ会合ペプチドの一部を皮膚から溶出させ、かつＤＮＡ会合ペプチドの一部を複合された
ままにし、そして
　ii）（ｉ）の溶出または複合されたＤＮＡ会合ペプチドをステップ（ｆ）および（ｇ）
に付す
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ペプチドをコードするＤＮＡを、
　ａ）ポリメラーゼ連鎖反応、および
　ｂ）ペプチドをコードするＤＮＡを含んでなるファージを宿主細胞に感染させ、かつ宿
主細胞を適切な成長培地で成長させること
よりなる群から選択されるプロセスによって増幅する請求項１または２のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項４】
　ステップ（ｆ）の増幅されたＤＮＡによってコードされたペプチドを新しい皮膚試料と
接触させ、かつステップ（ｂ）～（ｆ）を１回もしくはそれ以上の回数繰り返し、ここで
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ステップ（ｄ）を１回もしくはそれ以上の回数繰り返すのがよい請求項１または２のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ＤＮＡ会合ペプチドのコンビナトリアルライブラリーを身体洗浄組成物マトリックス中
に準備し、そして皮膚試料と接触させて、ＤＮＡ会合ペプチド－皮膚複合体を含んでなる
反応溶液を形成せしめ、ここで身体洗浄組成物マトリックスの濃度が少なくとも１０％の
フルストレングス濃度である請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　配列番号８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２
０、２１、２２、２３、２４、２５、および２７よりなる群から選択される身体洗浄組成
物抵抗性の毛髪結合ペプチド。
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